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ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
総
合
計
画

総
合
計
画
は
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
の
目
標
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、

こ
れ
を
実
現
す
る
施
策
を
具
体
的

に
示
し
た
計
画
で
、
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
市
民
と
行
政
の
指
針
と
な

る
も
の
で
す
。

常
陸
太
田
市
第
５
次
総
合
計
画

は
、
平
成
19
〜
28
年
度
、
10
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
姿
勢
を
示

す「
基
本
構
想（
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
）」

と
、
5
年
間
の
基
本
構
想
を
実
現

す
る
た
め
の
施
策
内
容
を
示
し
た

「
基
本
計
画
（
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
）」、

さ
ら
に
3
カ
年
の
施
策
や
事
業
を

示
し
た
「
実
施
計
画
」
の
３
つ
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
期
計
画
の
成
果
を
検

証
し
後
期
計
画
を
策
定

本
市
は
、
常
陸
太
田
市
第
５
次

総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
示
さ
れ

て
い
る
ま
ち
の
将
来
像
「
快
適
空

間
〜
自
然
・
歴
史
を
活
か
し　

人
・

地
域
が
か
が
や
く
協
働
の
ま
ち

〜
」
を
実
現
す
る
た
め
、、
前
期

基
本
計
画
に
基
づ
き
各
種
政
策
・

施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
前
期
基
本
計
画
（
平

成
19
〜
23
年
度
）
の
成
果
を
検
証

し
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

の
結
果
を
ふ
ま
え
、
ま
ち
の
将
来

像
の
実
現
の
た
め
、
今
後
５
年
間

の
市
の
施
策
を
定
め
た
後
期
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

総合計画は、市のまちづくりの指針となるもので、市が目指すまちづくりの方向

や、それを実現するための施策などを定める重要なものです。

市民の皆さんが住みやすいまちをつくるために、市民の皆さんの貴重な意見をい

ただきながら、まちづくりを進めていきます。

―  常陸太田市第 5次総合計画  ―
19年度～

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

基本構想
（長期ビジョン）

基本計画
（中期ビジョン）

実施計画

10年間

【前期】【前期】
5年間5年間 【後期】5年間

３ヵ年の計画とし、３ヵ年の計画とし、
毎年度見直し。毎年度見直し。

現在、後期 5年間の
基本計画をつくって

います。

皆さんの声を皆さんの声を
　まちづくりに　まちづくりに

［特集］

― 常陸太田市第５次総合計画後期基本計画策定に向けて ―

やまぶき  さき ちゃん
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［特集］皆さんの声をまちづくりに

輝
く
人
を
つ
く
る

安
ら
ぎ
の
あ
る
快
適
環
境 

を
つ
く
る

ま
ち
の
元
気 

を
つ
く
る ○ 子育て広場や放課後児童

クラブ、子育て情報誌な
どの整備

○ 医療費の助成対象を中学
3年生までに拡大
○妊婦健診費用の一部助成

○ 講座や教室など公民館活
動の活性化支援

○ 峰山中校舎建設など学校
施設修繕・改善工事実施

○ 健康スポーツデーの開催
など体力づくりの推進

今
ま
で
の
計
画
で
は

後
期
基
本
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
把
握
す
る
た
め
、
20
歳
以
上
の
市
民
お
よ
び
将
来
の

常
陸
太
田
市
を
担
う
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
に
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

一　

般

中
高
生

対
象
者

住
民
基
本
台
帳
よ
り
年
齢
別
、
地
区
別
の

層
化
法
に
よ
り
無
作
為
に
抽
出
し
た
20
歳

以
上
の
市
民
３
０
０
０
人

市
内
に
所
在
す
る
中
学
校
（
８
校
）、
高

等
学
校
（
４
校
）
に
在
学
す
る
全
て
の
学

生
３
５
６
２
人

実
施
時
期

平
成
23
年
２
月
８
日
〜
２
月
22
日

平
成
23
年
２
月
４
日
〜
２
月
15
日

配
布
・
回
収
方
法

郵
送
に
よ
る
発
送
・
回
収

学
校
に
よ
る
配
布
・
回
収

回
収
票
（
回
収
率
）

１
７
１
６
票
（
57
・
２
％
）

３
２
８
０
票
（
92
・
１
％
）

有
効
回
答
票
※
（
回
答
率
）

１
７
１
６
票
（
57
・
２
％
）

３
２
４
１
票
（
91
・
０
％
）

※
全
問
無
回
答
の
ア
ン
ケ
ー
ト
票
を
除
い
た
票

基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
で
定
め
ら
れ
た
の
３
つ
の
施
策
の
基
本
方
向

に
基
づ
き
、
各
種
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
第
５
次
総
合
計
画

前
期
基
本
計
画
ま
で
に
行
っ
た
主
な
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

3つの施策の基本方向

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
は
こ
ん
な
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果 ―

①
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
な
れ
ば
い
い
で
す
か
？

【
一
般
】
現
状
の
イ
メ
ー
ジ

【
一
般
】
今
後
の
期
待

【前回調査との比較表】
（％）

今回調査 前回調査
割合 順位 割合 順位

自然の豊かなまち 47.2 1 42.8 1
歴史と伝統のあるまち 29.0 2 32.9 2
生活環境の整ったまち 6.1 3 5.0 4
農林業の盛んなまち 4.7 4 6.3 3
医療・福祉の充実したまち 2.2 6 1.0 6

【前回調査との比較表】
（％）

今回調査 前回調査
割合 順位 割合 順位

医療・福祉の充実したまち 35.5 1 32.3 1
生活環境の整ったまち 24.1 2 23.0 2
商工業の盛んなまち 10.0 3 9.7 3
観光のまち 6.1 4 5.9 5
自然の豊かなまち 4.2 5 7.8 4

【
一
般
】　

市
の
現
状
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、

「
自
然
の
豊
か
な
ま
ち
」
の
47
・
２
％
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
ま
ち
」
の
29
・
０
％

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
へ
の
今
後
の
期
待
に
つ
い
て
は
「
医
療
・
福

祉
の
充
実
し
た
ま
ち
」
の
35
・
５
％
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
生
活
環
境
の
整
っ
た
ま
ち
」
の
24
・
１
％

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○ 木島大橋など橋や道路、
駅周辺の整備

○ 結婚相談室の設置や新婚
家庭への家賃助成

○ 市民提案型まちづくりな
ど市民協働の推進

○ 市民バスや予約型乗合タ
クシーなど地域公共交通
機関の整備

○ 市民環境会議の設立など
環境対策の推進

○ 自主防災会組織の設立支
援（今年度中に全町会整備予定）

○ 朝市の開催など生産者と
消費者の顔の見える関係
を大切にした地産地消の
推進

○ 地域の活性化のための地
域資源を活用したエコ
ミュージアム活動の推進

○ 指定文化財一般公開に合
わせたツーリズムの推進

○ 市民と共に企画・開催す
る各種まつり・イベント
によるまちの活性化

○ 農業の担い手育成・支援

調査項目は 17問
あり、詳しい回答
内容は、市ホーム
ページでご覧にな
れますよ！

自然の豊かなまち自然の豊かなまち
47.2％47.2％

歴史と伝統のあ歴史と伝統のあ
るまち 29.0％るまち 29.0％

農林業の盛んな
まち 4.7％

その他 3.1％

文化の香るまち 0.7％

生活環境の整っ
たまち 6.1％

商工業の盛んなまち 1.3％ 観光のまち 0.6％
教育環境の整ったまち 0.6％

医療・福祉の充実した
まち 2.2％

無回答 4.5％

自然の豊かな
まち 4.2％

歴史と伝統のあるまち 3.6％

農林業の盛んなまち
3.9％

その他 1.2％文化の香るまち 0.7％

生活環境の整っ生活環境の整っ
たまち 24.1％たまち 24.1％

商工業の盛んな
まち 10.0％

観光のまち 6.1％

教育環境の整っ
たまち 4.0％

医療・福祉の充実医療・福祉の充実
したまち 35.5％したまち 35.5％

無回答 3.8％
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本
市
が
重
点
的
に
推
進
す
る
施
策
な
ど
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
と
同
様
に
、「
少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
対
策
」
や
「
医
療
・
福
祉
の
整
備
」、「
企

業
誘
致
・
就
労
支
援
」
な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

前
回
調
査
に
比
べ
る
と
、「
医
療
・
福
祉
の
整
備
」

（
前
回
は
７
番
目
）や「
企
業
誘
致
・
就
労
支
援
」（
前

回
は
10
番
目
）
へ
の
要
望
が
増
え
て
い
ま
す
。

計
画
策
定
に
市
民
が
参
加

様
々
な
分
野
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
議
論 

◇
後
期
基
本
計
画
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

期　

間

内　
　

容

６
月
〜
12
月

総
合
計
画
策
定
審
議
会

７
月
〜
10
月

総
合
計
画
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

８
月
〜
９
月

地
域
審
議
会
、
各
種
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ

９
月

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ン
ケ
ー
ト

10
月

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

平
成
24
年
３
月

後
期
基
本
計
画
策
定

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
、
審
議
会
や
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
な
ど
、
市
民
が
計
画
に
参
加
す
る
会
議
を
開
催
し
、

幅
広
い
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
み
を
も
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
計
画
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

総
合
計
画
策
定
審
議
会

市
の
条
例
に
基
づ
い
て
設
置

さ
れ
て
い
る
市
長
の
諮
問
機
関

で
、
総
合
計
画
に
関
す
る
重
要

事
項
に
つ
い
て
調
査
・
審
議
し
、

市
長
に
意
見
を
述
べ
ま
す
。

福
祉
や
教
育
、
産
業
な
ど

の
分
野
か
ら
15
人
で
構
成
さ
れ
、

総
合
的
・
専
門
的
視
点
か
ら
基

本
構
想
お
よ
び
基
本
計
画
を
取

り
ま
と
め
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

20
〜
60
歳
代
の
福
祉
、
産
業
、

教
育
な
ど
様
々
な
分
野
か
ら
選

【
中
高
生
】　

市
の
現
状
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

は
「
自
然
の
豊
か
な
ま
ち
」
の
57
・
１
％
が
最
も

多
く
、
次
い
で
「
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
ま
ち
」
の

23
・
４
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
中
高
生
】
現
状
の
イ
メ
ー
ジ

【
中
高
生
】
今
後
の
期
待

ば
れ
た
20
人
の
委
員
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
計
画
の
方
向

性
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

し
ま
す
。

【前回調査との比較表】
（％）

今回調査 前回調査
割合 順位 割合 順位

自然の豊かなまち 57.1 1 54.7 1
歴史と伝統のあるまち 23.4 2 26.1 2
農林業の盛んなまち 6.0 3 6.5 3
文化の香るまち 2.6 5 2.8 4
生活環境の整ったまち 2.1 6 2.3 6

【前回調査との比較表】
（％）

今回調査 前回調査
割合 順位 割合 順位

生活環境の整ったまち 25.0 1 17.4 2
商工業の盛んなまち 15.2 2 12.3 4
観光のまち 13.1 3 13.0 3
自然の豊かなまち 11.9 4 20.0 1
医療・福祉の充実したまち 11.4 5 10.7 5

市
へ
の
今
後
の
期
待
に
つ
い
て
は
「
生
活
環
境

の
整
っ
た
ま
ち
」
の
25
・
０
％
が
最
も
多
く
、
次

い
で
「
商
工
業
の
盛
ん
な
ま
ち
」
の
15
・
２
％
、「
観

光
の
ま
ち
」
の
13
・
１
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自然の豊かな自然の豊かな
まち 57.1％まち 57.1％

歴史と伝統のある歴史と伝統のある
まち 23.4％まち 23.4％

農林業の盛んな
まち 6.0％

その他 4.0％

文化の香るまち
2.6％

生活環境の整っ
たまち 2.1％

商工業の盛んなまち 1.2％
観光のまち 1.0％ 教育環境の整ったまち 0.7％

医療・福祉の充実
したまち 0.7％

無回答 1.3％

自然の豊かなまち
11.9％

歴史と伝統のある
まち 6.5％

農林業の盛んなまち 4.2％

その他 2.2％

文化の香るまち
5.0％

生活環境の整っ生活環境の整っ
たまち 25.0％たまち 25.0％

商工業の盛んな商工業の盛んな
まち 15.2％まち 15.2％

観光のまち 13.1％

教育環境の整ったまち 4.2％

医療・福祉の充実
したまち 11.4％

無回答 1.3％

② 

常
陸
太
田
市
に
重
点
的
に
推
進

し
て
ほ
し
い
こ
と
は
？

少子高齢化・人口
減少対策

医療・福祉の整備

企業誘致・就労支援

公共交通機関の整備

道路・交通網の整備

商業の振興

自然環境の保護・保全

学校教育の充実

観光の振興

居住環境の向上

農林業の振興

交流人口の拡大

駅前広場等の整備

その他

無回答

59.7%
49.5%

40.2%
29.4%

19.4%
15.2%

14.0%
13.7%
13.6%
13.6%

9.7%
7.1%

5.1%
1.2%
1.9%
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市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
幅
広

い
意
見
を
聴
く
た
め
実
施
し
ま
す
。
詳
細
は
、
後
日
お
知
ら
せ
版

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ン
ケ
ー
ト

本
市
が
重
点
的
に
推
進
す

る
施
策
や
、
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
な
ど
、
あ
る
程
度
の
具
体

的
な
内
容
が
固
ま
っ
た
時
点
で
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見

を
寄
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
行

い
ま
す
。

  

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

後
期
基
本
計
画
の
案
に
つ
い

て
、
事
前
に
そ
の
案
を
公
表
し
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見

  

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
が

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
が

明
る
い
常
陸
太
田
市
の

明
る
い
常
陸
太
田
市
の

未
来
を
つ
く
っ
て
い
き

未
来
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
す
！

ま
す
！

［特集］皆さんの声をまちづくりに

【
少
子
化
対
策
】

必
要
と
思
う
も
の
に
つ
い
て
は
「
子
育
て
を
し

な
が
ら
気
兼
ね
な
く
働
け
る
職
場
環
境
を
つ
く

る
」
の
52
・
３
％
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
安
心

し
て
子
供
を
育
て
ら
れ
る
生
活
環
境
を
整
備
す

る
」
の
51
・
０
％
と
、
そ
れ
ぞ
れ
５
割
を
超
え
て

い
ま
す
。
次
い
で
「
安
定
し
た
家
庭
を
築
く
た
め

の
就
労
を
支
援
す
る
」
の
42
・
５
％
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
人
口
減
少
対
策
】

必
要
と
思
う
も
の
に
つ
い
て
は
「
企
業
を
誘
致

す
る
な
ど
働
く
場
を
創
出
す
る
」
の
76
・
３
％
が

最
も
多
く
７
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

次
い
で
「
商
業
施
設
な
ど
、
若
者
が
魅
力
を
感

じ
る
施
設
を
誘
致
す
る
」
の
47
・
７
％
、「
子
育

て
支
援
を
充
実
さ
せ
る
」
の
33
・
９
％
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

子育てをしながら気兼ねなく働ける職場環境をつくる

安心して子供を育てられる生活環境を整備する

安定した家庭を築くための就労を支援する

子育て世帯に対する経済的支援を充実する

保育所などの子育て支援サービスを充実する

小児医療、母子保健サービスを充実する

結婚、出産、子育ての相談体制を充実する

妊娠、出産に対する支援を充実する

男性も積極的に子育てに参加するよう男女共同参画を推進する

子育ての大切さを伝える教育や啓発を行う

無回答

52.3%

51.0%

42.5%

34.1%

34.0%

19.3%

17.4%

16.4%

10.8%

6.9%

3.4%

企業を誘致するなど働く場を創出する

商業施設など、若者が魅力を感じる施設を誘致する

子育て支援を充実させる

転入者を増やすため、常陸太田市の魅力を PRする

空き家の活用を進め、転入者を増やす

住宅建設を促進し、転入者を増やす

新規就農者を支援する

子ども達が郷土に愛着を持つよう、郷土学習を充実させる

その他

わからない

特にない

無回答

76.3%

47.7%

33.9%

27.2%

24.8%

22.8%

20.6%

17.0%

4.7%

4.0%

2.6%

2.7%

こ
れ
ら
、
前
期
基
本
計
画
の
検
証
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
か
ら
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
き
、少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
対
策
や
医
療
・

福
祉
の
整
備
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
な
ど
、
後
期
基
本
計
画

の
重
点
戦
略
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

問
企
画
課
企
画
係
（
内
線
３
１
１
・
３
１
２
）

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ

の
後
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
考

慮
し
て
最
終
的
な
意
思
決
定
を

行
い
、
そ
の
結
果
と
理
由
お
よ

び
市
の
考
え
方
を
公
表
し
ま
す
。

＊ 

各
公
民
館
で
開
催
す
る
市
政
懇

談
会
な
ど
で
も
、
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

な
る
ほ
ど
！
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今
年
も　
　
　
　
　
　
　

   

常
陸
太
田
の

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
発
生
し
た
福
島
第
一
原
発
の
事
故
の
た
め
、
全
国
各
地
で
「
風
評
被
害
で

モ
ノ
が
売
れ
な
い
」
と
い
う
事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。

本
市
の
安
全
で
安
心
な
美
味
し
い
ぶ
ど
う
・
梨
を
多
く
の
人
に
食
べ
て
い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ
て
、
風
評
被
害
を
吹
き
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
作
柄
が
良
く
生
育
も
順
調
。

ＪＡ茨城みずほ
常陸太田ぶどう部会長

　本多 技研 さん
　　　　　　（増井町）

ＪＡ茨城みずほ
常陸太田梨部会長

　萩谷 輝夫 さん
　　　　　　（藤田町）

原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被

害
を
心
配
し
て
、
ぶ
ど
う
の

放
射
性
物
質
の
測
定
を
ぶ
ど

う
部
会
独
自
で
２
週
間
毎
に

行
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
ま

で
に
一
度
も
検
出
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
の
で
小
さ
な
お
子
様

に
も
安
心
し
て
食
べ
て
い
た

だ
け
ま
す
。

今
年
は
昨
年
よ
り
作
柄
が

良
く
、
天
気
の
影
響
も
あ
っ

て
甘
み
が
強
く
、
ま
た
雨
に

も
恵
ま
れ
生
育
も
順
調
。
巨

峰
や
常
陸
青
龍
の
ほ
か
に
も
、

様
々
な
品
種
を
用
意
し
て
お

り
ま
す
。

原
発
事
故
に
よ
る
影
響
が

心
配
で
し
た
が
、
７
月
25
日

に
市
内
の
梨
の
測
定
を
行
っ

た
結
果
、
放
射
性
物
質
は
検

出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

自
信
を
も
っ
て
皆
さ
ん
に
お

勧
め
で
き
ま
す
。
安
心
し
て

召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
年
は
、
天
気
が
良
か
っ

市
で
は
、
６
・
７
月
に
玉
ね

ぎ
や
キ
ュ
ウ
リ
、
ピ
ー
マ
ン

な
ど
野
菜
類
10
品
目
の
放
射

性
物
質
の
測
定
調
査
を
専
門

機
関
に
依
頼
し
、
結
果
を
お

知
ら
せ
版
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
市
役
所
本
庁
１
階
ロ

ビ
ー
、
農
産
物
直
売
所
な
ど

で
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
市
独
自
で
測
定

器
を
購
入
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
継
続
的
に
農
産
物
の

﹇
シ
リ
ー
ズ
﹈
風
評
被
害
を
吹
き
飛
ば
そ
う
！  

が
ん
ば
ろ
う
常
陸
太
田
！　

①

安
心
し
て
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
客
様
に
安
心
し

て
頂
く
た
め
、
出
荷
時
に
安

全
安
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー

ド
を
添
え
て
お
送
り
い
た
し

ま
す
。
今
年
も
美
味
し
い
太

田
の
ぶ
ど
う
を
、
ぜ
ひ
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

８
月
10
日
ハ
ウ
ス
オ
ー
プ
ン

予
定

８
月
20
日
太
田
進
徳
幼
稚
園

の
園
児
を
迎
え

オ
ー
プ
ン
プ
レ
イ

ベ
ン
ト

９
月
１
日
露
地
物
オ
ー
プ
ン

予
定

＊＊  

巨
峰
１

巨
峰
１
KgKg
、
ハ
ウ
ス
物
で

１
６
０
０
円
〜
、
露
地
物
で

１
０
５
０
円
〜
。

１
０
５
０
円
〜
。

た
の
で
糖
度
が
高
く
例
年
よ

り
甘
く
美
味
し
い
梨
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
酸
味
が
な
く
桃
に

似
た
甘
い
香
り
が
す
る
新
し

い
品
種
の
「
秀
し
ゅ
う
ぎ
ょ
く
玉
」
が
好
評

で
す
。
ま
だ
市
場
に
は
出
回
っ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ

味
わ
い
に
梨
園
ま
で
い
ら
し

て
く
だ
さ
い
。

【
収
穫
頃
合
】

８
月
20
日
頃
幸
水

９
月
３
日
頃
豊
水
・
秀
玉

＊ 

２
Ｌ
サ
イ
ズ
程
度
で
１
Kg

５
０
０
円
〜
。
予
約
や
宅
配

も
賜
っ
て
お
り
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

本
市
の
農
産
物
の
安
全
性
を
Ｐ
Ｒ
。

美
味
し
い
！

美
味
し
い
！      　　

      　　

    

ぶ
ど
う
・
梨

ぶ
ど
う
・
梨

美
味
し
い
！

美
味
し
い
！      　　

      　　

    

ぶ
ど
う
・
梨

ぶ
ど
う
・
梨

測
定
調
査
・
公
表
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
風
評
被
害
対
策
の

た
め
7
・
8
月
に
東
京
都
中

野
区
や
千
葉
県
、
牛
久
市
等

で
、
農
産
物
な
ど
の
販
売
や

チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぶ
ど
う
・
梨
を
は
じ
め
、

美
味
し
く
て
安
全
・
安
心
な

常
陸
太
田
の
農
産
物
な
ど
を
、

今
後
も
市
内
外
へ
積
極
的
に

情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
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［シリーズ］３．11 その時―　3
地域を救う地域を救う自主防災会自主防災会

西染町自主防災会

防
災
会
役
員
に
よ
る
迅
速
な
対
応

「
電
話
が
全
く
通
じ
な
い
。
直
接
、
自
主
防
災

会
役
員
の
自
宅
を
回
ろ
う
！
」

ま
だ
余
震
が
続
い
て
い
た
地
震
発
生
直
後
の

午
後
３
時
、
大
須
賀
治
町
会
長
と
二
方
清
副
町

会
長
（
役
職
は
共
に
震
災
当
時
）
は
二
手
に
分

か
れ
て
車
を
走
ら
せ
、
防
災
会
役
員
16
人
の
自

宅
に
向
か
い
ま
し
た
。

緊
急
連
絡
に
応
じ
て
防
災
会
役
員
が
西
染
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
た
後
、
２
組
に
分

か
れ
て
各
戸
の
被
害
状
況
調
査
に
直
行
。
高
齢

者
な
ど
の
安
否
確
認
、
道
路
・
家
屋
の
被
害
状

況
を
記
録
し
て
い
き
な
が
ら
、
避
難
所
で
あ
る

西
染
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
へ
の
避
難
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

午
後
４
時
20
分
、
西
染
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

に
西
染
町
災
害
対
策
本
部
・
避
難
所
を
設
置
。

11
人
が
避
難
し
、
自
家
発
電
機
に
よ
る
発
電
や
、

炊
き
出
し
を
行
い
ま
し
た
。

対
策
本
部
で
は
避
難
状
況
や
地
域
の
被
災
状

況
を
取
り
ま
と
め
て
水
府
支
所
に
報
告
し
た
後
、

１
家
族
４
人
と
共
に
町
会
長
と
副
町
会
長
が
避

難
所
に
宿
泊
し
、
防
災
会
役
員
は
翌
日
の
活
動

対
応
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、
各
自
宅

へ
と
戻
り
ま
し
た
。

更
な
る
行
政
と
の
連
携
強
化
を

翌
12
日
午
前
７
時
、
防
災
会
役
員
や
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
20
人
が
集
合
し
て
、
３
班

に
分
か
れ
て
各
戸
の
安
否
確
認
と
被
害
状
況
の

確
認
を
行
い
、
午
前
９
時
か
ら
は
町
内
の
生
活

道
路
の
通
行
確
保
の
た
め
、
道
路
に
面
し
た
崩

れ
た
石
塀
な
ど
の
落
下
物
の
撤
去
作
業
を
開
始

し
ま
し
た
。

「
防
災
会
役
員
で
は
な
い
地
域
の
方
も
、
自
宅

の
被
害
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
が
嬉
し
い
」
と
、

話
す
の
は
大
須
賀
治
さ
ん
。

「
災
害
時
に
ど
の
よ
う
な
情
報
が
必
要
か
、
そ

し
て
行
政
に
ど
の
よ
う
な
報
告
を
し
、
自
分
た

ち
で
ど
う
行
動
し
て
い
く
か
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
、
行
政
と
の
連
携
を
よ
り
強
化

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
と
い

い
ま
す
。

平
成
22
年
に
結
成
し
た
西
染
町
自
主
防
災
会

で
は
、
防
災
資
機
材
を
配
備
し
防
災
訓
練
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
域
住
民
に
防
災
会

活
動
の
趣
旨
な
ど
の
周
知
を
強
化
し
、
災
害
が

発
生
し
た
際
、
初
期
段
階
で
更
に
迅
速
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
、
地
域
住
民
の
理
解
を
得
な
が

ら
災
害
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

カ
ブ
ト
虫
を
東
北
被
災
地
の

子
ど
も
た
ち
に

折
橋
町
の
芸
（
民
舞
）
と
農
（
農
業
）
を
愛

す
る
グ
ル
ー
プ
「
茨
城
常
陸
太
田
折
橋
芸
（
能
・

農
）
部
（
佐
川
定
雄
代
表
）」
が
、７
月
24
〜
25
日
、

宮
城
県
気
仙
沼
市
の
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
に
カ

ブ
ト
虫
を
贈
り
ま
し
た
。

連
日
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る
震
災
の
ニ
ュ
ー
ス
を

観
て
い
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
そ
う
だ
、
カ
ブ
ト
虫

を
贈
ろ
う
！
」
と
の
提
案
が
あ
っ
た
こ
と
で
計
画

さ
れ
、
同
部
で
育
て
た
カ
ブ
ト
虫
、
オ
ス
・
メ
ス

５
０
０
組
を
虫
か
ご
に
入
れ
、
気
仙
沼
市
の
保
育

所
で
手
渡
し
ま
し
た
。

「
被
災
地
の
状
況
を
考
え
る
と
カ
ブ
ト
虫
を
飼

う
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
期
だ

か
ら
こ
そ
、
カ
ブ
ト
虫
を
飼
う
こ
と
を
通
じ
て
、

愛
情
や
思
い
や
り
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
少

し
で
も
分
か
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
」
と
の
思

い
を
込
め
て
贈
っ
た
カ
ブ
ト
虫
。

受
け
取
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
、「
心

の
ケ
ア
に
も
つ
な
が
る
」
と
保
育
士
さ
ん
も
嬉
し

そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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公共・観光
施設の状況

◇ 金砂郷支所は、金砂郷保健センター（☎ 76-2111こどもセンター北側）で業務を行っています。
◇ パルティホール大ホール、梅津会館会議室、郷土資料館分館、交流センターふじ、山吹運動公園市民体育館、
プラトーさとみは利用できません。

道路の状況

◇ 通行止め箇所の復旧状況
   ○里川橋（国道 293号）…通行可（仮橋 2車線）　  ○幸久橋（旧国道 349号）…通行可
   ○機初橋（県道日立笠間線）…通行可　　○栄橋（県道日立笠間線）…通行可（9月から総重量 4トン以上
を規制予定）　    ○棚谷町地内（県道常陸太田那須烏山線）…通行可

 ＊ 市道の陥没やひび割れなどを発見した場合は、建設課（内線209）または金砂郷産業建設課（☎
76-2117）、水府産業建設課（☎85-1116）、里美産業建設課（☎82-2768）までご連絡ください。

原子力関係

◇ 放射線測定数値　本市を含む県内の放射線測定の数値は、現在のところ健康に影響のあるレベルでは
ありません。測定値は県のＨＰで随時確認することができます（測定ポイントは磯部・真弓・久米）。

＊ 水道水や農作物、小・中学校、幼稚園、保育園の測定値については、現在のところ基準値以下のため安
全です。詳細については、お知らせ版や市ホームページでご確認ください。

生活関連情報生活関連情報（8月 1日月  午前 9時現在の市の状況をお知らせします）

買
い
物
客
な
ど
に
節
電
を
呼
び

か
け

市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
連
携
し
て
環

境
保
全
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
常
陸
太

田
市
民
環
境
会
議
（
会
長
・
大
久
保
太
一

市
長
）
で
は
、
７
月
15
日
に
マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュ
店
舗
前
な
ど
市
内
４
カ
所
で
「
節
電

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
市
民
環
境
会
議
の

役
員
が
参
加
し
て
、
買
い
物
客
な
ど
に
節

電
チ
ラ
シ
と
冷
蔵
庫
用
カ
ー
テ
ン
を
配
り
、

「
15
％
の
節
電
を
お
願
い
し
ま
す
！
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

節
電
チ
ラ
シ
を
受
け
取
っ
た
市
民
か
ら

は
、「
今
年
も
猛
暑
で
節
電
す
る
の
は
大
変

だ
け
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
し

て
い
き
た
い
」「
今
回
の
震
災
で
電
気
の
大

切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
節
電

に
協
力
し
ま
す
！
」
な
ど
、
節
電
に
前
向

き
な
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

市
民
環
境
会
議
で
は
、
各
家
庭
に
「
エ

ア
コ
ン
は
室
温
28
℃
を
心
が
け
よ
う
」「
ス

イ
ッ
チ
は
こ
ま
め
に
切
り
ま
し
ょ
う
」
の

２
種
類
の
節
電
啓
発
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布

し
、
７
〜
９
月
中
の
節
電
の
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

市
内
各
地
で
節
電
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開

今
年
の
夏
は
15
％
節
電
を
目
指
そ
う
！

冷
蔵
庫
用
カ
ー
テ
ン
で
冷
気
の

放
出
を
抑
え
て
節
電
！

夏
の
時
期
、
冷
た
い
飲
み
物
や
ア
イ
ス

を
求
め
て
、
冷
蔵
庫
の
ド
ア
を
開
け
る
回

数
が
多
く
な
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

冷
蔵
庫
の
ド
ア
を
開
け
る
と
、
中
の
冷

気
が
外
に
逃
げ
て
し
ま
う
た
め
電
気
使
用

量
が
増
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
「
冷
蔵
庫
用
カ
ー
テ
ン
」
を
取

り
付
け
る
こ
と
で
、
冷
蔵
庫
の
開
閉
時
に

お
け
る
冷
気
の
放
出
を
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
、
冷
蔵
庫
内
の
温
度
の
上
昇

を
防
い
で
節
電
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
カ
ー
テ
ン
の
効
果
を
高
め
る

た
め
に　

①
食
品
を
詰
め
込
み
過
ぎ
な

い

②
ド
ア
の
開
閉
は
素
早
く
行
う

こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

＊庫内ドアポケット側への冷気循環のた
め、取付時にカーテンの左右に約1.5㎝の
すき間ができるようにカットしてください。
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✿おめでとうございます
水
府
愛
農
会
が
全
国
農
業
新
聞
賞
を
受
賞

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
や
解

消
な
ど
に
取
り
組
む
団
体
に
贈
ら

れ
る
、
第
３
回
耕
作
放
棄
地
発
生

防
止
・
解
消
活
動
表
彰
（
全
国
農

業
会
議
所
・
全
国
農
業
新
聞
主
催
）

に
お
い
て
、
㈲
水
府
愛
農
会
（
川

又
節
郎
代
表
）
が
全
国
農
業
新
聞

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

㈲
水
府
愛
農
会
は
、
旧
水
府
村

時
代
に
、
そ
ば
で
村
お
こ
し
を
始

め
よ
う
と
、
国
の
補
助
を
受
け
て

平
成
15
年
に
農
業
法
人
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
そ
ば
の
製
粉
機
や
コ

ン
バ
イ
ン
な
ど
の
機
械
を
導
入
し

て
本
格
的
な
そ
ば
の
生
産
に
着
手

し
、
７
年
間
で
約
17 

ha
の
農
地

を
集
積
。
地
域
農
業
の
担
い
手
と

小
学
生
の
自
転
車
に
関
す
る
学

科
と
安
全
・
技
能
走
行
を
競
う
、

第
48
回
交
通
安
全
子
供
自
転
車
茨

城
県
大
会
（
㈶
茨
城
県
交
通
安
全

協
会
・
茨
城
県
警
察
本
部
主
催
）

が
７
月
７
日
、
ひ
た
ち
な
か
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
か
ら
は
、
今
年
で
太
田
地

区
大
会
８
連
覇
を
達
成
し
た
郡
戸

小
学
校
（
仁
平
良
治
校
長
）
が
出

場
し
、
県
内
全
28
校
が
出
場
す
る

中
、
団
体
の
部
で
見
事
４
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
（
選
手
・
鈴
木

莉
緒
さ
ん
、
中
村
桃
香
さ
ん
、
塙

亜
紀
乃
さ
ん
、片
岡
菜
月
さ
ん〈
以

上
６
年
生
〉）。

こ
の
競
技
は
、
交
通
規
則
、
道

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に
大
き
く
貢
献

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
共

に
、
耕
作
放
棄
地
を
約
５
ha
解
消

す
る
な
ど
、
地
域
農
業
に
大
き
く

貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

川
又
代
表
は
「
若
い
人
の
農
業

離
れ
が
進
む
中
、
地
域
に
貢
献
し

た
い
と
い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
受
賞
は
と
て
も
嬉
し

い
で
す
。
今
後
は
収
量
を
い
か
に

増
や
し
て
い
く
か
研
究
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。
農
家
や
消
費
者
の

方
な
ど
多
く
の
人
と
の
出
会
い
が

あ
る
こ
の
仕
事
で
、
こ
れ
か
ら
も
、

ど
こ
に
も
負
け
な
い
美
味
し
い
そ

ば
作
り
に
励
ん
で
い
き
ま
す
」
と
、

力
強
く
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

郡
戸
小
が
団
体
の
部
で
４
位
に
入
賞

交
通
安
全
子
供
自
転
車
茨
城
県
大
会

路
標
識
お
よ
び
自
転
車
の
安
全
な

乗
り
方
に
つ
い
て
の
筆
記
テ
ス
ト

と
、
ジ
グ
ザ
グ
進
行
や
バ
ラ
ン
ス

の
転
換
な
ど
自
転
車
の
乗
り
方
の

熟
練
度
を
評
価
す
る
技
能
走
行
テ

ス
ト
で
行
わ
れ
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に

応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
心
が
け
て

い
る
」
と
話
す
の
は
、
監
督
の
根

本
仁
先
生
。
郡
戸
小
で
は
、
交
通

安
全
の
知
識
と
技
術
が
習
得
で
き

る
こ
の
競
技
へ
の
出
場
を
先
生
方

み
ん
な
で
支
援
し
て
い
る
ほ
か
、

卒
業
生
が
練
習
を
見
に
き
た
り
応

援
の
手
紙
を
送
っ
て
く
れ
た
り
と
、

温
か
い
伝
統
が
毎
年
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。
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活
躍
す
る
消
防
団
員

活
躍
す
る
消
防
団
員

消
防
団
員
は
ど
ん
な
人
？

火
災
が
起
き
た
と
き
、
火
を
消

す
た
め
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
る
消

防
職
員
と
消
防
団
員
。

消
防
職
員
は
消
防
本
部
や
消
防

署
に
い
る
市
の
職
員
で
、
消
防
団

員
は
自
営
業
や
会
社
員
な
ど
の
仕

事
を
し
な
が
ら
活
動
す
る
、
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
す
。
本
市
の

消
防
団
は
次
の
よ
う
に
組
織
さ
れ
、

８
９
９
人
の
団
員
が
活
動
し
て
い

ま
す
（
７
月
１
日
現
在
）。

　

常
陸
太
田
市
消
防
団
本
部

▽
太
田
支
団
（
第
１
〜
９
分
団
）

▽ 

金
砂
郷
支
団（
第
１
〜
17
分
団
）

▽
水
府
支
団
（
第
１
〜
４
分
団
）

▽
里
美
支
団
（
第
１
〜
４
分
団
）

非
常
勤
特
別
職
の
公
務
員
に
な

る
消
防
団
員
は
、
災
害
出
動
な
ど

公
的
な
活
動
を
行
う
た
め
、
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
市
の

条
例
な
ど
で
定
め
ら
れ
、
活
動
服

の
貸
与
や
、
年
間
一
定
額
の
報
酬

と
訓
練
、
災
害
出
動
に
は
手
当
な

ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

本
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
年
齢
18
歳
以
上
で
心
身
と

も
に
健
康
な
方
な
ら
消
防
団
員
に

な
れ
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
地
元

の
分
団
長
ま
た
は
市
消
防
本
部
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
団
員
は
、
職
業
を
持
つ
傍

か
た
わ

ら
「
我
が
ま
ち
の
安
全
を
守
る
」
と
い
う
使
命
感
の
も
と
、

地
域
の
防
災
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

特
に
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
た
活
動
は
、
防
災
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。　
　
　

高
め
る
た
め
、
火
災
予
防
や
応
急

手
当
の
指
導
な
ど
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
の
訓
練
に
よ
り

培
っ
た
消
防
操
法
技
術
を
競
い
合

う
「
消
防
操
法
大
会
」
で
は
、
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
や
小
型
ポ
ン
プ

の
操
作
の
速
さ
と
正
確
性
、
規
律

の
正
し
さ
を
競
い
合
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
仕
事
を

持
ち
な
が
ら
、
私
た
ち
市
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
日
々
訓
練

に
励
ん
で
い
る
消
防
団
員
は
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
駆
け
つ
け
て
く

れ
る
、
ま
ち
の
頼
も
し
い
存
在
で

す
。

火
災
・
救
急
・
救
助
は

　
　
　
　
　
　

１
１
９
番

休
日
・
夜
間
に
病
院
を
探
す
と
き

☎
０
２
９
‐
２
４
１
‐
４よ

い

救

急

１
９
９

火
災
の
問
い
合
わ
せ

☎
73
‐
２
９
４
０
（
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
）

施
設
の
見
学

☎
73
‐
０
１
１
９

ま
ち
の
安
全
を

守
る
た
め
に

頼
り
に
さ
れ
る
消
防
団
員

火
災
や
地
震
、
風
水
害
な
ど
の

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
消
防

署
と
一
体
と
な
っ
て
火
災
の
消
火

や
救
助
、
救
護
活
動
な
ど
を
行
い
、

住
民
を
守
る
の
が
消
防
団
の
大
き

な
役
割
で
す
。

普
段
は
、
災
害
に
対
す
る
訓
練

や
、
火
災
予
防
の
た
め
に
地
域
の

見
回
り
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
を

問 

市
消
防
本
部
総
務
課
（
☎
73 

‐
１
１
９
３
）
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全ては、地域の皆さんの安心のために

本部分団（女性消防）団員　
石川 千雅子 さん（小沢町）

親が職場で消防活動をしていたため、自分も地域の役に立ちたいと思って消防

団に入り 7年目になります。ガソリンスタンドで働きながら、月に一度の管内
パトロールや機械の点検などをしています。実際に火災が起きたときや、行方

不明者の捜索に出動したことは何度もありますよ。初めて火事の現場に直面し

たときは、何をしていいか分からずにうろたえ、日ごろの訓練どおりの消火作

業ができなかったりと、経験がとても大切なことだと痛感しました。

地域清掃などを地域の方と一緒に行ったり、頼られたりするのは嬉しいですね。

「ご苦労様」と声をかけてもらえると、消防団員になって良かったと実感します。

地域の皆さんに安心してもらいたいという思いで、いざというときに備え訓練

に励んでいます。

interview

人と人とがつながり、安心が生まれる

水府支団第２分団１部団員　
小林 陽介 さん（中染町）

専業主婦の私が消防団に入って 6年目になります。子どもの幼稚園で応急手当
講習会を受講した際、消防団員募集の話を聞き、一緒に講習を受けた幼稚園の

お母さんたち 11人で入団しました。女性消防団は実際の火災が発生した際に
は出動しませんが、消防本部と連携して学校や企業、福祉施設、地区の防災会

などで応急手当講習会を開催しています。また、秋まつりや出初式にも出るな

ど、火災予防・啓蒙を中心に活動しています。

講習会の受講者から「受講して良かった」と言っていただくと嬉しいですね。

いざというときのために、心肺蘇生法などの応急手当の方法は覚えておくとい

いですよ。震災があって改めて感じましたが、消防団はなくてはならないもの。

ご近所の方々や仲間とのつながりから、安心が生まれると思います。

豆
知
識  

消
防
団
の
歴
史

消
防
団
の
歴
史
は
、
江
戸
時
代

の
享
保
３
（
１
７
１
８
）
年
に
大お
お

岡お
か
え
ち
ぜ
ん
の
か
み
た
だ
す
け

越
前
守
忠
相
に
よ
っ
て
組
織
さ

れ
た
町ま
ち
び
け
し

火
消
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

町
火
消
は「
い
ろ
は
四
十
八
組
」

に
分
か
れ
、
屋
根
の
上
に
登
っ
た

り
重
い
も
の
を
持
っ
た
り
、
機
敏

な
活
動
を
す
る
た
め
に
、
各
町
内

の
土
木
や
建
築
の
仕
事
に
従
事
す

る
人
で
組
織
さ
れ
、
各
町
内
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
経
費
で
運
営

さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
つ
く
ら
れ
た
町
火
消

は
、
お
互
い
に
組
の
名
誉
を
か
け

て
働
く
よ
う
に
な
り
、
纏ま
と
いを
か
か

げ
て
功
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

そ
の
後
町
火
消
は
、消
防
組（
明

治
３
年
）
↓
警
防
団
（
昭
和
14
年
）

↓
消
防
団
（
昭
和
22
年
）
と
名
称

を
変
え
な
が
ら
、
現
在
に
至
り
ま

す
。
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ＩＯＰＩＣＳCity events Hitachiota

安
全
・
便
利
。
み
ん
な
が
集
う
新
し
い
交
流
拠
点

７
月
16
日
、
Ｊ
Ｒ
常
陸
太
田
駅

の
新
駅
舎
完
成
披
露
式
典
が
、
同

駅
前
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

橋
本
昌
県
知
事
を
は
じ
め
多
く

の
来
賓
や
地
元
山
下
町
の
青
年
会
、

愛
・
宮
ノ
脇
・
木
崎
保
育
園
児
な

ど
地
元
の
皆
さ
ん
も
参
加
。
水
郡

線
の
愛
称
「
奥
久
慈
清
流
ラ
イ

ン
」
の
披
露
や
レ
ト
ロ
感
あ
ふ
れ

る
「
ハ
ッ
ス
ル
黄
門
号
」
の
運
行

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
が
市
役
所
で
校
外
学
習

出
前
講
座
「
市
役
所
を
歩
い
て
み
よ
う
」

６
月
22
日
・
30
日
、
西
小
沢
小
・

水
府
小
の
３
年
生
が
、市
役
所（
本

庁
）
を
訪
れ
、
庁
舎
内
の
見
学
を

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
社
会
科
の
校
外
学
習

の
時
間
に
、
市
役
所
の
仕
事
内
容

や
働
く
人
の
様
子
を
調
べ
る
も
の

で
、
市
職
員
が
講
師
と
な
り
説
明
。

小
学
生
た
ち
は
「
市
長
さ
ん
は

ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
ん

で
す
か
」「
ど
の
よ
う
な
相
談
が

あ
る
の
で
す
か
」「
１
日
の
利
用

者
は
何
人
で
す
か
」
な
ど
、
た
く

さ
ん
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

＊
市
政
や
く
ら
し
、
環
境
、
福

「こんな感じでお仕事してるんだ」～税務課前で～

祉
、
産
業
、
教
育
な
ど
、
全
99
種

類
の
出
前
講
座
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係
（
内

線
３
０
４
）

大久保市長、橋本県知事、愛・宮ノ脇・木崎保育
園児によるくす玉割り

↑ 久慈川を渡る「ハッ
スル黄門号 ｣

↑ 「太田線と駅を愛する市民応援団」
発起人の皆さんによる活動宣言

↑ 地元の山下町青年会の皆さんによる
カキ氷サービスには行列ができた

↑ パルティホールでは「常陸太田駅周
辺いま・むかし」写真展が行われた  保育園児の合唱や天神ばやし太鼓、市民吹奏楽団の演奏も新駅舎の完成をお祝い

常
陸
太
田
新
駅
舎
完
成
披
露
式
典
・
イ
ベ
ン
ト

常
陸
太
田
新
駅
舎
完
成
披
露
式
典
・
イ
ベ
ン
ト

↑ 地元の特産品も並び、来場者に本市をＰＲした

西小沢小 3年生の皆さん水府小 3年生の皆さん
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観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
県
大
会

豊
か
な
自
然
と
歴
史
あ
ふ
れ
る
常
陸
太
田
で

６
月
29
日
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
「
第
４
回
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
県
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
県
内
各
地
で
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
方
な
ど
約

２
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
ガ
イ
ド
の
皆
さ

ん
が
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、
ガ

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
in
常
陸
太
田

都
会
の
若
者
た
ち
が
農
作
業
を
お
手
伝
い

７
月
22
〜
24
日
、
市
内
の
野

菜
、
ぶ
ど
う
農
家
で
、
市
外
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
農
作
業
を
手
伝
う

「
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
in
常
陸

太
田
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
や
神
奈
川
な
ど
か
ら
の
参

加
者
4
人
は
、
３
軒
の
農
家
に
分

か
れ
野
菜
の
収
穫
や
ぶ
ど
う
に

袋
を
か
ぶ
せ
る
作
業
な
ど
に
従
事
。

最
初
は
戸
惑
い
を
見
せ
て
い
ま
し

た
が
、
徐
々
に
慣
れ
た
手
つ
き
で

作
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

農
家
の
方
は
、「
１
人
で
も
と

て
も
助
か
る
」「
リ
ピ
ー
タ
ー
の

方
も
い
て
作
業
が
は
か
ど
る
」
な

ど
、
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し

稲村神社（天神林町） 若宮八幡宮のケヤキ

西山の里 桃源

イ
ド
技
術
の
向
上
や
各
団
体
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
な
ど
を
目
的

に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

参
加
者
は
、市
観
光
物
産
協
会
・

佐
藤
賢
一
事
務
局
長
の
講
演
や
分

科
会
で
の
意
見
交
換
の
ほ
か
、
市

内
各
地
の
史
跡
を
回
り
「
常
陸
太

田
ま
ち
か
ど
案
内
人
の
会
（
豊
田

正
枝
会
長
）」
会
員
か
ら
説
明
を

受
け
る
な
ど
、
歴
史
豊
か
な
常
陸

太
田
の
魅
力
を
堪
能
し
て
い
ま
し

た
。

出荷に備えてネギの皮むき

た
。ワ

ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
は
来
年

も
継
続
し
、
受
け
入
れ
農
家
や
参

加
者
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

佐
都
四
地
区
農
業

集
落
排
水
処
理
施

設
が
完
成

７
月
６
日
、「
佐
都
四
地
区
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
」
の
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
施
設

は
、
平
成
19
年
度
か
ら
佐
都
地
区

の
４
町
内
（
白
羽
町
、
茅
根
町
、

常
福
地
町
、
春
友
町
）
に
お
い
て

工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、

計
画
戸
数
４
４
２
戸
、
処
理
対
象

人
口
１
６
８
０
人
、
管
路
施
設
に

よ
る
集
合
処
理
方
式
と
合
併
処
理

浄
化
槽
に
よ
る
個
別
処
理
方
式
を

組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
地
区
内

の
生
活
環
境
と
農
業
用
用
排
水
路

等
の
水
質
改
善
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

白羽町に完成した処理施設

ぶどうの袋かけ（害虫や病気、雨風から守る） ぶどうの摘粒（栄養が十分回るように粒を抜く）
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今
月
は
国
安
町

来月は国安町の

「す」つながりで、

瑞龍町さんにお

願いします。

くにやす

山田川にかかる岩本橋を旧道から渡
ると、右前方に杉木立があります。そ
の奥に建っているお堂が、地元の住民
から「お薬師様」の名で親しまれてい
る薬師堂です。
お堂の西につながる台地には、その

昔、岩
がんぽん

本山医
い お う

王寺という格式高い浄土
宗のお寺がありました。薬師堂は、そ

紹介者紹介者　
国安町
野上   平 さん

のお寺の付属の建物だったのかもしれません。お堂には、眼の病にご利益
のある薬師如来像が安置されています。残念なのは、この像は明治中頃に
二度の失火にあい、黒こげになってしまったことです。
それでも、縁日の旧暦 6月 12日には、近郷近在から多くの参拝者が訪
れたということです。縁日の夜は、境内で浪曲や映画会などが催され、夜
店も並び、夜祭はいっそう賑わったようです。
現在は 7月第 4土曜日を夜祭としていますが、催し物もなく、昔のよう
な賑わいはみられなくなったものの、子供会でお参りに訪れるなど、地域
住民のよりどころになっています。

ずいりゅう

 文化課エコミュージアム推進室（内線 541）

国安薬師堂

真弓町会（黒澤一治町会長）が整備した台山ハ
イキングコースを、7月 3日、約 70人が参加し
て山歩きを楽しみました。
ハイキングコースの整備は、同町会の地域資源
の魅力を再発見する「エコミュージアム活動」に
取り組んだ結果、実現したもの。
参加者は、東真弓集会所をスタートして自然
豊かな山道を進み、標高 240mの「みはらし台」
に到着すると「すごい眺め！」「気持ちいい」と、
歓声を上げました。その後、佐竹氏が金を掘った
金山穴跡などを見学しながら、参加者は約 3時間
かけてコースを巡りました。

7月 2日、茨城キリスト教大学の学生が参
加して、本市の巨樹見学ツアーを行いました。
若宮八幡宮のケヤキや香仙寺のシイ、泉福

寺のシダレザクラ、瑞竜小のサクラなどを巡っ
た学生たちは、「常陸太田市にこんな場所があ
るなんて知らなかった」「万

まんばた

畑のカシは中が空
洞になっていても生きているのがすごい」な
ど、本市の巨樹を珍しそうに見学しました。
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ひたちおおたの10月 29日土～ 30日日に本市で開催される「巨木を語ろう全国
フォーラム」の 2日目には「巨樹めぐりツアー」が行われるんじゃ。
今月は、ツアーコース③と④を紹介するぞ。

ツアーコース③　（定員 50人）
里美の風車と巨樹巨木
 　パルティホール → 御岩神社 → 大中神社 → 
菊池家 → 猿喰のケヤキ → 里美牧場 → 七反
のしだれ桜 → 里美生産物直売所 →  パルティ
ホール　＊バスで移動

ツアーコース④　（
定員 50人）

竜神大吊橋と山里

 　パルティホール → 正宗寺 → 東金砂神社 → 竜

神大吊橋 → 近
ち か つ

津神社 → だいご小学校 → 法龍寺 

→ 大子駅  → パルティホール　
＊バスで移動

【各コース共通】

出発　8：20
解散 14：20

（予定）

＊ 内容は変更にな
る場合がありま
す。

各コースの参加
者募集は、後日、
お知らせ版に掲
載するじゃ。 問  文化課エコミュージアム推進室（☎内線 542）

R
ル リ エ

elierの野菜畑で記念すべき第 1号野菜が 7月 7日に収穫されました♪
　現在、きゅうりとズッキーニがぞくぞくと採れています。カボチャもツル

が伸び、白い実をつけ始めています !!収穫したらハロウィンパーティーをす
るのが Relierの夢…(●´Д` ●)
これから、もっともっと美味しくて新鮮な野菜が収穫できるように、

Relierはさらに勉強していきます！！
また、14日には、東京で開催された他地域の行政、農家、企業の方が集

まる交流会で、私たちの活動報告をしてきました。他地域での取り組みは私

たちにとって貴重な情報でした。本市のアピールもできたと思います♪

平成 21年度から始まった総務省の事業で、都市圏の住民が 1～ 3年間、過疎地域に
住民票を移し地域で生活しながら、農林漁業の応援、水源保全・管理など様々な地域

協力活動をしていきます。Relierの Blog＊ http://ameblo.jp/ykm-satomi3103/

つながりぼんつながりぼん　～ 地域おこし協力隊の活動報告 ～つながりぼん
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IInfornformmationation

温
か
い
ご
支
援
、

温
か
い
ご
支
援
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇
義
援
金

　
《
個
人
》

　

狩
野
哲
也
（
瑞
龍
町
）

１
万
５
千
円
／
柴
山
研
一
（
磯
部

町
）
10
万
円
／
大
森
嘉
代
（
神
奈

川
県
）
１
万
円

《
団
体
・
法
人
》

第
15
回
常
陸
太
田
市
内
中
学
校

吹
奏
楽
部
合
同
演
奏
会
（
太
田
・

峰
山
・
世
矢
・
瑞
竜
・
南
・
北
・

水
府
・
里
美
中
吹
奏
楽
部
）　

３
万
８
８
２
２
円
／
大
正
琴
あ
す

か　

５
万
72
円
／
四
季
農
産
館
い

の
う
え　

１
万
７
７
７
２
円
／
徳

川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
分
館 

西
山
荘　

５
５
４
２
円
／
県
立
太
田
第
二
高

等
学
校
職
員
会　

３
万
４
９
８
０

円
／
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
う
ぐ
い
す

Ｐ
Ｔ
Ａ　

１
万
２
２
７
０
円
／
常

陸
太
田
市
役
所
部
課
長
会　

30
万

東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
、
本
市
に
多
く
の
個
人
、
企
業
、
団
体
な
ど
か

ら
義
援
金
や
支
援
物
資
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。　
　
　
　
　
（
６
月
28
日
〜
７
月
28
日
受
入
分　

順
不
同
、
敬
称
略
）

円
／
常
陸
太
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
職
員
一
同　

３
万
３
２
５
０
円

／
㈱
ア
メ
ニ
テ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ　

３
４
５
２
円
／
㈱
常
陽

銀
行　

90
万
円
／
㈱
常
陸
観
光　

４
万
５
８
９
０
円
／
㈱
茨
城
保
険

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト　

１
万
円

／
全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
連

盟　

５
万
円
／
秋
田
県
仙
北
市
・

角
館
の
観
光
行
事
実
行
委
員
会　

１
０
３
万
３
９
２
０
円
／
真
宗
大

谷
派
（
東
本
願
寺
）
２
０
０
万
円

／
中
野
区
宝
仙
寺
前
通
商
店
会　

１
万
５
１
６
５
円
／
中
野
区
鍋
横

大
通
商
店
会　

３
万
１
３
１
６
円

匿
名
の
方
１
件　

５
千
円

義
援
金
累
計　

３
千
１
３
４
万
６
５
３
０
円

人権の大切さについて普及に努め、
人権が侵害されたときの相談に応じる

新たに人権擁護委員が就任されま
した
人権擁護委員は、市町村において地域住民の人権が

侵害されないよう注意を払い、人権が侵害されたとき
は、被害救済のための適切な処理をとるなど、人権の
大切さについての理解を深めるための活動を行なって
います。
このたび、永井暉人さんが退任され、新たに大曽根

民子さんが委嘱されました。人権擁護委員は、市長が
推薦し、法務大臣が委嘱した方です。任期は、３年間
です。

氏名 住所 電話

大曽根民子 花房町 2364番地の 3 76-1121

問福祉事務所社会福祉課社会福祉係（内線 141）

お買物をするときは、

マイバッグを持参して

レジ袋削減に取り組み

ましょう。

心配ごとを抱えている方、
お困りの方はお気軽にご相談ください

新たに民生委員児童委員が委嘱さ
れました
民生委員児童委員は、住民の福祉の増進を図るため、
地域のみなさんと福祉事務所、あるいは関係行政機関
との連絡調整等を担いながら活動します。
次の方が、7月１日付で厚生労働大臣及び知事より
民生委員児童委員に委嘱されました。
心配ごとを抱えている方・お困りの方は、民生委員
児童委員にお気軽にご相談ください。
氏名 住所 電話 担当地域

菊池 博明 小目町 74-5798
小目町（平宿・高井・
豆飼）

問福祉事務所社会福祉課社会福祉係（内線 141）
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応募区分 はじめの一歩事業 市民提案事業

交 付
対 象 者

構成員が５人以上で、その過半数が市内に在住、勤務
もしくは在学している市民団体またはグループ等

補助対象
事 業

市民と行政との連携による住み良い地域社会の実現の
ため、地域の活性化や課題解決を目的に、市民団体等
が自ら企画し、主体的に取り組むまちづくり事業

これから活動を始めよう
とする市民団体等が、活
動の継続を前提に計画す
る上記の補助対象事業

市民団体等が計画する上
記の補助対象事業

募 集 数 3団体程度 3団体程度

補助金額

上限 10万円
※ 助成は 1回限りとし、次
年度以降市民提案事業の
申請可

上限 30万円
※ 年度中 1回限りとし、同
一事業を継続する場合は
3年まで

事業実施
期 間

交付の日から平成 24年 3月 31日まで

申請期限 9月 9日（金）

申 請 等

募集要項を参照のうえ、市民協働推進課（市役所２階）
まで持参してください。募集要項は本庁総合案内所・
市民協働推進課・各支所の企画総務課・その他市の施
設等で配布するほか、ホームページからダウンロード
もできます。
【市民活動ネット】

http://www.city.hitachiota.ibaraki.jp/
index.php?code=1117

選考結果
の 通 知

選考結果（交付・不交付）については、審査委員会の
審査を経て 10月上旬に文書で通知します。
※通知時期は、応募状況等により前後する場合あり

そ の 他
○ 書類の書き方や補助金制度に関する相談を受け付けて
いますので、詳しくはお問い合わせください。

平成23年度  市民提案型まちづくり事業平成23年度  市民提案型まちづくり事業
追加募集を行います追加募集を行います

■申問市民協働推進課 市民協働推進係（内線 217・218）

市では、市民提案型まちづくり事業に取り組む団体を募集し

ています。現在、はじめの一歩事業、市民提案事業ともに各

3団体程度の追加募集をしています。震災の復興や地域の課
題解決など、自分たちの力で、地域の活力を生み出そうとす

るグループや団体をお待ちしています。

Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
茨

城
県
大
会
﹇
７
月
9
日
／

五
霞
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル
﹈

中
学
生
女
子
バ
タ
フ
ラ

イ
50
ｍ

準
優
勝　

中
島
満
里
奈

　
　
　
　
　
　
（
太
田
中
）

第
32
回
市
長
杯
軟
式
野
球

大
会
﹇
７
月
３
・
10
日
／

山
吹
運
動
公
園
野
球
場
・

大
里
ふ
れ
あ
い
広
場
野
球

場
﹈優

勝　

ダ
ー
ク
ホ
ー
ス

／
準
優
勝　

常
陸
太
田
市

役
所
／
第
３
位　

セ
ン

チ
ュ
リ
ー
、
Ｄ
ｅ
ａ
ｎ
ｓ

毎月第３日曜日は家庭の日

   おいしいよ  みんなでたべる  あさごはん
　［小学生の部］世矢小１年（受賞時）　安嶋　愛美

平成 22年度常陸太田市家庭の日推進募集標語 優良賞

【
相
談
事
例
１
】

突
然
、
応
募
し
た
覚
え
の
な
い
懸

賞
金
が
当
選
し
た
と
い
う
メ
ー
ル
が

届
い
た
。
懸
賞
金
を
も
ら
う
た
め
に

は
個
人
情
報
を
業
者
に
知
ら
せ
る
必

要
が
あ
る
が
、
信
用
で
き
る
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

懸
賞
金
が
当
選
し
た
と
い
う
メ
ー

ル
が
届
き
、
懸
賞
金
を
受
け
取
る
に

は
手
続
き
が
必
要
だ
と
い
わ
れ
、
ポ

イ
ン
ト
を
購
入
さ
せ
ら
れ
た
り
し
て

お
金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が

目
立
ち
ま
す
。

応
募
し
て
い
な
い
懸
賞
金
に
当
選

す
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
懸
賞
金

を
受
け
取
る
た
め
に
言
わ
れ
る
ま
ま

に
お
金
を
支
払
っ
た
り
、
個
人
情
報
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
番
号
、
口
座
番
号
な
ど

を
聞
か
れ
て
も
決
し
て
教
え
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
絶
対
に
業
者
を
信
用
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

問
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
☎
70
‐
１
３
２
２
）

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

心
当
た
り
の
な
い

　

懸
賞
金
当
選
メ
ー
ル
が
届
い
た
が･･･

ス
ポ
ー
ツ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

今
月
の

「
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
」
は

８
月
31
日
水
で
す

個
人
、
家
族
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
取
り
組
み
、

楽
し
ん
で
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
山
吹

運
動
公
園
市
民
体
育
館
内
☎
73
‐
０
０
９
０

／
FAX 

73
‐
１
２
３
０ 

月
曜
・
祝
日
は
休
）
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　河内小（小野司寿男校長）では、東日本大震災で

校舎が被災した佐都小の児童 62人が、4月から教室
を借りて河内小児童 28人と一緒に授業を受けてい
ます。その河内小で 5月 24日、弦楽四重奏団「ア
ンサンブル・ライン」の演奏会が行われました。

　演奏会は、佐都小と河内小の児童を励まし音楽に

親しんでもらおうと、市内に住むオーボエ奏者の日

髙真里さんと、日髙さんが親交のある音楽家の協力

により行われたものです。

　日髙さんは「皆さんの元気な顔を見て安心しまし

た。演奏会を楽しんでほしい」とあいさつ。また、

地域住民も招待され、子どもたちと一緒に、メヌエ

ットといったクラシックの名曲やアニメソングなど

の素晴らしい演奏に聴き入っていました。

IInfornformmationationまちの話題 my town news 

金砂郷小（井上悠紀子校長）では、面白ジャガイ

モコンテストを開催しました。コンテストは、竹合

町の小野瀬美佐子さんが「面白い形をしたジャガイ

モが採れたので、子どもたちに見せたい」と学校に

届けたものを、6年生有志で実行委員会を組織して
開催したものです。

「サザエさん」や「あひる」など、ジャガイモの

形にあわせて、各クラスで趣向を凝らした様々な作

品 20点が昇降口に展示され、児童や教職員、保護
者が投票しま

した。

小野瀬さん

は「コンテス

トにつながる

と は 思 わ な

かったので嬉

しい」と笑顔

で話していま

した。

住民基本台帳の閲覧状況公表
住民基本台帳法第 11条第３項および第 11条の２第
12項の規定に基づき、平成 22年度の住民基本台帳の
閲覧状況を公表します。

閲覧者氏名 閲覧事由 閲覧日 閲覧対象
金融広報中央委
員会

家計の金融行動に関
する世論調査

H22.
4.20

下河合町、上河合町
の 20歳以上 16人

内閣府大臣官房
政府広報室

労働者の国際移動に
関する世論調査

6.17 大森町の 20歳以上

国土交通省観光
庁参事官

2010年度旅行・観
光消費動向調査

7.9 高貫町の 20歳以上

NHK放送文化研
究所

政治と社会に関する
意識・2010調査 7.26 真弓町の 20 歳以上

12人

厚生労働科学研
究費補助金（成
育疾患克服等次
世代育成基盤研
究事業）「望ま
ない妊娠防止対
策に関する総合
的研究」研究班

男女の生活と意識に
関する調査

7.29 落合町の 23人

茨城県保健予防
課

平成 22年度健康実
態調査

8.9
幡町、上河合町、谷
河原町の 15 歳以上
19歳以下

財団法人電力中
央研究所

原子力発電に関する
住民意識調査

8.17 山下町の 20～ 70歳
40人

内閣府大臣官房
政府広報室

介護保険制度に関す
る世論調査

8.23 小目町の 20歳以上

内閣府政策統括
官

住宅と生活環境に関
する意識調査

10.15 松栄町（1496番地～）
の 60歳以上

特定非営利活動
法人　日本緩和
医療学会

一般市民を対象にし
た「緩和ケア」に関
する認識度調査

10.15 亀作町（3番地～）の
20歳以上 40人

大学共同利用機
関法人情報・シ
ステム研究機構
統計数理研究所

格差と社会意識につ
いての全国調査

10.27 瑞龍町の 25～ 59歳
14人

内閣府政策統括
官

平成 22年度食育に
関する意識調査

11.15 大里町の 20歳以上

NHK放送文化研
究所

生活意識に関する調
査

12.9 稲木町の 20 歳以上
18人

総務省総合通信
基盤局

電波利用環境に関す
る意識調査

12.13 真弓町の 18 歳以上
17人

お茶の水女子大
学

子育て期における働
き方と生活の調和に
関する調査

12.24
幡町の 26～ 38歳の
女性 14人・既婚男性
14人

龍谷大学
犯罪被害に関する調
査

H23.
2.7 小島町の 15歳以上

…今月も（相変わらず）編集作業に煮詰まってしまい、

マイ癒しスポット「丸山農村公園（大里町）」へ。小

高い丘の上にある公園は眺望も良く、昭和天皇もお出

ましになった由緒ある場所。頭と心のオン⇔オフをこ

まめに切り替え、節電モードで再びパソコンとの戦い

のリングへ。（編集部員 Y）
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7月 13日、誉田小（窪木雅啓校長）の 3年生 24人が、
ぶどうの粒を摘む作業と袋かけを行いました。

この取り組みは、同校の総合的な学習の一環とし

て、子どもたちにぶどうの収穫までを体験してもらお

うと、近所のぶどう生産農家の協力を得て毎年行って

いるものです。

子どもたちは、ぶどう園の方から説明を受けながら

丁寧に粒を摘み、

「大きく育ちま

すように」と袋

をかけながら秋

の収穫を心待ち

にしているよう

でした。

　西山の里 桃源で毎年 6月に開催している「花菖蒲
まつり」では、まつり期間中、咲き終わった花菖蒲

の花柄と茎の摘み取り作業に延 34人のボランティア
が汗を流しました。

　まつり終了後の 7月 1日には、本市から日立製作
所に通勤する日立製作所日立事業所日立労組常陸太

田市通勤会のメンバー 29人が、花柄の茎の摘み取り
作業を行いまし

た。桃源の花菖

蒲がいつも綺麗

なのは、ボラン

ティアの方の愛

情が込められて

いるからかもし

れません。

　6月 29日、市郷土資料
館と茨城大学が協力し、

古いふすまから古文書を

取り出す作業を行いまし

た。

　人知れず家庭に眠って

いる歴史的価値のある資料が、

今回の大震災で失われるのを防

ごうと実施したもので、ふすま

の下張りから江戸時代の文書や

帳簿類などが見つかりました。

～ 歴史資料の保存にご協力をお
願いします～　問郷土資料館
（☎ 72-3201月曜休館）

　7月 26・27日、生涯学習センターと里美中で、
市社会福祉協議会が主催し、中学・高校生福祉チャ

レンジセミナーが開催されました。このセミナーは

高齢者や障害のある方に対し、助け合いの心や思い

やりの心をはぐくむことを目的に実施したもの。

　講師の福祉体験ボランティアの指導のもと、点字、

手話、車いす、アイマスク体験を行い、体の不自由

な方に対する理解を深めました。

アイマスクをして食べるゼリーの
味は？

段差では声をかけながら車
椅子を慎重に動かす参加者

　毎月最終土曜日に鯨ヶ丘ふれあい広場（東三町）

で開催されている夜市（太田ワクワク会主催）では、

震災で大量に廃棄された大谷石を組み上げて作成さ

れたピザ窯で作られるピザが大人気。この窯は、煙

突部分に鯨をあしらい、震災を過去のものとせず、

まちの元気を取り戻すモニ

ュメントとして制作されま

した。

　毎月夜市では手作りの道

具でピザを手際よく焼き

ながらも１時間待ちの状態

に、子供たちは熱々のピザ

に舌鼓を打ちながら初

夏の夕暮れを楽しんで

いました。

美味しそうなピザは順番待
ちの行列ができる盛況ぶり
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まちの話題をお寄せください。

情報政策課（内線 303・304） まちの話題 my town news 

　夏の交通事故防止県民運動の周知と夏休み中の子

供たちや高齢者の交通事故防止、また、飲酒運転・

スピード違反・過労運転等の防止を推進するため、

常陸太田駅前交差点他市内 3カ所で街頭キャンペー
ンが実施されました。

　参加した団体は、

太田警察署・太田地

区交通安全協会・太

田地区安全運転管理

者協議会・大好きお

おたネットワーク・

常陸太田市交通対策

協議会で交通事故防

止を道行く運転者た

ちにチラシを配布し

ながら呼びかけまし

た。

　天下野町の赤岩集落から起伏のある山道を 15分
ほど歩いていくと、竜神大吊橋を眼下に見渡すこ

とができる絶景ポイントにたどり着きます。この

絶景ポイントに、「赤岩ハイキングコースを守る会

（中嶋正見会長）」が赤岩展望台を整備しました。

　同会では、訪れる人にゆっくりと景色を楽しん

でもらおうと、中嶋正見会長、松本勝利さん、中

嶋源一さん、中嶋富寿夫さんが、眺望を良くする

ため木を切り、整地をして東屋を設置、約 3カ月
かけて見事な展望台が完成しました。

　木材やセメントを作るための水・砂など、重い

資材を運ぶのはかなりの重労働だったそうですが、

「苦労しましたが、みんなが展望台に来て楽しんで

もらえれば、それだけで満足です。紅葉のシーズ

ンは特に綺麗ですよ」と、中嶋会長やメンバーか

らは笑顔がこぼれます。

　また、赤岩展望台へ続く道には、金属の手すり

や滑り止めの木材なども同会によって設置されて

います。ぜひ皆さんも赤岩展望台で絶景を眺めて

みてはいかがでしょうか。

　犯罪や非行のない地域社会を築くための社会を明

るくする運動キャンペーン（同推進委員会主催）が 7
月 26日、かわねやフェスタ店とマックスバリュ常陸
太田店前で行われました。

　この運動は、犯罪や非行を防止し、また、罪を犯

した人たちが立ち直

ることのできる地域

環境の整備を呼びか

けるため、全国的に

行われているもの。

　瑞竜中の生徒 31人
などが、買い物客に

チラシ等を配りなが

ら、「犯罪、非行の防

止にご協力を」と、

社会を明るくするた

めの呼びかけを行い

ました。
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徳
田
町
の
農
家
の
お
宅
で
研
修

を
し
な
が
ら
、
自
宅
で
50
〜
60
種

類
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

私
は
岡
山
県
出
身
で
、
５
年
前

に
徳
田
町
で
農
業
研
修
を
行
い
、

そ
の
後
、
青
年
海
外
協
力
隊
と
し

て
西
ア
フ
リ
カ
に
渡
航
。
帰
国
後

に
国
際
協
力
の
道
と
農
業
の
道
を

迷
っ
た
も
の
の
、
最
終
的
に
昨
年

12
月
に
常
陸
太
田
市
に
移
住
し
て

就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。

野
菜
は
主
に
季
節
ご
と
に
10
種

類
ほ
ど
を
箱
詰
め
し
、
県
外
の
消

費
者
に
送
っ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、

栽
培
し
た
野
菜
を
ど
の
よ
う
に
売

る
か
が
一
番
の
課
題
で
す
。
ま
た
、

農
薬
を
使
わ
な
い
た
め
雑
草
を
抑

え
る
方
法
を
考
え
た
り
、
数
多
く

の
種
類
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る

た
め
頭
の
切
り
替
え
が
大
変
。
同

じ
地
域
で
も
畑
に
よ
っ
て
野
菜
の

育
ち
方
や
虫
の
出
方
、
草
の
生
え

方
が
全
く
違
い
ま
す
し
、
な
か
な

か
思
っ
た
と
お
り
に
野
菜
は
育
っ

て
く
れ
な
い
で
す
ね
。

ま
だ
ま
だ
勉
強
の
日
々
で
す
が
、

野
菜
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
お
客
さ

ん
か
ら
「
美
味
し
か
っ
た
」
と
連

絡
を
い
た
だ
く
な
ど
、
食
べ
て
も

ら
っ
た
感
想
を
聞
く
の
が
一
番
の

楽
し
み
で
す
。

こ
の
地
域
は
自
然
も
豊
か
で
川
も

綺
麗
。
そ
れ
に
、
み
ん
な
す
ご
く
優

し
く
、
ご
近
所
付
き
合
い
も
残
っ
て

い
て
住
み
や
す
い
。
自
立
し
て
経
営

を
軌
道
に
乗
せ
る
の
が
今
の
最
大
の

目
標
で
す
が
、
同
時
に
、
こ
の
住
み

や
す
い
地
域
に
何
か
貢
献
で
き
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

近 藤 良 弘 さん（小妻町）

Kondo  YoshihiroKondo  Yoshihiro

がんばってる若者   募集中！
　対象　市内で働いている若者
　　　　市外で働いている若者（市民に限ります）  
　  問　  情報政策課広報広聴係（内線 303・304）
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「ひまわり組」のみんなで、七夕かざりを作ったよ。

たんざくに願いごとも書いて、先生といっしょにと

りにいった竹に、みんなでかざりつけをしたんだ。

「おりひめ」と「ひこぼし」は会えたかなぁ。



（高宮神社と梨木平周辺）
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今回は、エコミュージアム活動で作られた「お宝マップ」を基に、１周約 5Kmのコースを地域の方に案内していただきま
した。上深荻大菅コミュニティセンターに車を置き歩き始めると、すぐに土砂降りの雨が降ってきました。民家の軒先を

お借りすると、そこに住む 102歳になるおばあちゃんが顔を出し「今日はどうしたの？」「元気だったけ？」しばし時間
を忘れ話し込んでいると、いつの間にか太陽が出ていました。

再び歩き始め、暑さを逃れて山に入り、河鹿沢をさかのぼり菅谷不動尊の滝を目指しました。涼しげな渓流にマイナスイオ

ンが豊富で、近くには雌
め だ き
滝・雄

お だ き
滝など雄大な滝も見られ、なかなか迫力があります。また、景色を楽しむための東屋があり、

ゆっくり休むことができます。渓流をぬけると梨木平工芸の森があり、国道 349号まで下ると堅
たつわれさん
破山の入口の石碑がひっ

そり立っています。今回のコースは人との触れ合いがあったり、自然の雄大さや歴史を感じることのできる非常にバラエ

ティに富んだコースでした。皆さんもぜひ触れ合いとマイナスイオンを楽しんでください。。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近なウォーキングコースを紹介

していきます。地元の意外と知られていない名所や素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩

いてみませんか。

表紙に

よせて

新常陸太田駅舎に、レトロ感あふれる「ハッスル黄門号」の雄姿。７月 16日、ＪＲ常陸太田駅の新駅舎完成披露式典が
同駅前広場で盛大に開催されました。水郡線の愛称は「奥久慈清流ライン」に決定し、水郡線が多くの人に親しまれ、利

用されることでしょう。奥久慈清流ラインが乗客と共に、常陸太田の明るい未来と希望を運んでくれるとの願いを込めて。
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